
　
日
本
有
数
の
大
学
集
積
地
で
あ
る
京
都
地
区
で
は
、
先
端
技
術
に
関
す
る
多
く
の
優
れ
た
研
究
が
生
ま
れ
、
世

界
レ
ベ
ル
の
技
術
に
育
っ
て
き
た
。
今
回
、
京
都
発
の
世
界
的
な
研
究
成
果
に
大
き
な
栄
誉
が
与
え
ら
れ
、
日
本

の
科
学
技
術
の
歴
史
に
輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
た
。
一
方
、
地
元
自
治
体
で
は
こ
う
し
た
大
学
の
「
知
」
を
生
か

し
、
国
の
事
業
を
活
用
し
た
産
学
公
連
携
の
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
た
に
始
動
さ
せ
る
。
地
元
中
小
企
業

の
競
争
力
向
上
や
地
域
活
性
化
に
加
え
、
次
世
代
の
成
長
を
担
う
新
産
業
の
創
出
を
目
指
す
。

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
集
合
体

山
中
伸
弥
京
大
教
授
提
供

京
都
発
の
技
術
に
栄
誉

山
中
教
授
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

ノーベル医学・生理学賞の受賞決定を受け、記者会見で喜び
を語る京都大学の山中伸弥教授（ 月８日、京都大学で）

大型研究プロ始動へ拠点整備も進む京都市、京大など共同
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「
技
術
の
橋
渡
し
拠

点

仮
称

」
の
完

成
イ
メ
ー
ジ

　
環
境
や
医
療
な
ど
の
分
野

で
、
大
学
の
最
先
端
の
研
究

成
果
を
事
業
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
京
都
市

だ
。
京
都
大
学
や
同
市
の
外

郭
団
体
で
あ
る
京
都
高
度
技

術
研
究
所

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

と
共
同
で
経
済
産
業
省
の
事

業
で
選
定
さ
れ
、

億
円
を

投
じ
て
研
究
開
発
拠
点
「
技

術
の
橋
渡
し
拠
点
」

仮

称

を
整
備
す
る
。

年
９

月
に
、
同
市
伏
見
区
の
産
業

集
積
地
区
「
ら
く
な
ん
進

都
」
内
で
着
工
し
た
。

　
約
３
０
０
０
平
方

の
敷

地
に
延
べ
床
面
積
約
６
０
０

０
平
方

の
地
上
５
階
、
地

下
１
階
建
て
を
建
設
し
、

年

月
上
旬
に
開
設
す
る
予

定
。
レ
ン
タ
ル
ラ
ボ
な
ど
設

備
も
充
実
さ
せ
、
入
居
者
を

募
る
。

　
同
拠
点
で
は
当
初
、
京
大

と
連
携
し
て
三
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
。
高
分
子
技

術
を
生
か
し
た
燃
料

電
池
用
の
白
金
代
替

触
媒
材
料
な
ど
機
能

性
ナ
ノ
材
料
の
ほ

か
、
フ
ェ
ム
ト
秒
レ

ー
ザ
ー
に
よ
る
プ
ロ

セ
ッ
シ
ン
グ
技
術
を

用
い
た
高
機
能
の
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ

Ｅ
Ｄ

基
盤
、
の
ど

や
胃
の
粘
膜
の
炎
症

抑
制
効
果
が
あ
る
機
能
性
た

ん
ぱ
く
質
を
用
い
た
機
能
性

食
品
や
化
粧
品
、
医
薬
品
の

開
発
に
取
り
組
む
。

　
京
都
地
域
に
集
ま
る
ほ
か

の
大
学
と
も
組
み
、
最
先
端

の
研
究
に
順
次
着
手
す
る
計

画
だ
。

　
同
市
の
南
区
と
伏
見
区
に

ま
た
が
る
ら
く
な
ん
進
都
に

は
大
手
か
ら
中
小
・
ベ
ン
チ

ャ
ー
ま
で
独
自
の
高
い
技
術

を
持
つ
企
業
が
集
積
す
る
。

京
都
市
は
こ
う
し
た
特
徴
と

と
も
に
同
拠
点
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
付
加
価
値
の
高
い
モ
ノ

づ
く
り
企
業
を
さ
ら
に
呼
び

込
み
た
い
考
え
だ
。

　
関
係
者
と
し
て
８
人
目
の

快
挙
だ
―
。
京
都
大
学
の
山

中
伸
弥
教
授
が
、
２
０
１
２

年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理

学
賞
を
獲
得
し
た
。
同
部
門

で
は
日
本
人
と
し
て
実
に

年
ぶ
り
で
、
マ
ウ
ス
で
の
万

能
細
胞

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

作

製
成
功
か
ら
６
年
と
異
例
の

ス
ピ
ー
ド
受
賞
。
と
は
い

え
、
京
都
地
域
で
は

待
ち

に
待
っ
た

成
果
だ
け
に
い

っ
そ
う
沸
い
た
。

　
受
賞
理
由
は
「
成
熟
し
た

細
胞
が
初
期
化
さ
れ
、
多
能

性
を
持
つ
こ
と
の
発
見
」
。

山
中
教
授
は
米
国
の
研
究
所

を
経
て
大
阪
や
奈
良
の
大
学

で
研
究
を
重
ね
、
京
大
で
成

果
を
生
み
出
し
た
。

　
四
つ
の
遺
伝
子
を
導
入

し
、
受
精
卵
に
近
い
状
態
に

戻
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
に
は
、
細
胞
を
移
植

し
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど

の
難
病
を
治
療
す
る
と
い
っ

た
再
生
医
療
へ
の
応
用
に
期

待
が
高
ま
る
。
患
者
の
細
胞

か
ら
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作
製

し
、
そ
の
細
胞
を
も
と
に
病

気
の
原
因
を
解
明
す
る
こ
と

で
治
療
薬
の
開
発
に
も
利
用

で
き
る
と
し
て
、
企
業
も
注

目
し
て
い
る
。

　
京
大
で
は

年
に
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
研
究
所

Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ

を
開
設
。
山
中
教
授
が
所
長

に
就
任
し
、
研
究
を
続
け
て

い
る
。

　
京
大
で
は
「
研
究
成
果
を

国
民
や
世
界
の
人
々
に
還
元

し
た
い
」

松
本
紘
総
長

と
の
考
え
か
ら
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
関
連
特
許
の
管
理
会
社
を

設
立
し
、
知
的
財
産
の
確
保

に
力
を
入
れ
て
き
た
。

年

は
特
許
の
成
立
が
相
次
ぎ
、

現
在
日
本
で
４
件
、
米
国
で

６
件
の
特
許
が
成
立
。
欧
州

で
も
特
許
を
取
得
し
て
い

る
。

　
山
中
教
授
ら
が
進
め
る
の

が
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
ス
ト
ッ
ク

の
構
築
だ
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の

作
製
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
あ
ら
か
じ
め
つ
く
っ
て
冷

凍
保
存
す
る
。
細
胞
の
血
液

型
と
言
わ
れ
る
白
血
球
抗
原

Ｈ
Ｌ
Ａ

型
で
拒
絶
反
応

が
起
き
に
く
い
特
殊
な
タ
イ

プ
の
人
の
細
胞
か
ら
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
を
作
製
し
、
蓄
積
す

る
。

　
実
用
化
に
向
け
て
克
服
す

る
課
題
の
ひ
と
つ
が
、
倫
理

的
問
題
だ
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は

胚
性
幹
細
胞

Ｅ
Ｓ
細
胞

と
異
な
り
作
製
時
に
受
精
卵

を
壊
す
必
要
は
な
い
。

　
た
だ

年
に
は
、
京
大
医

学
研
究
科
の
斎
藤
通
紀
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
マ
ウ

ス
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
卵
子

を
作
り
だ
し
そ
の
卵
子
で
子

ど
も
を
生
み
出

す
こ
と
に
成
功

し
た
。

　
こ
う
し
た
技

術
の
進
歩
を
受

け
て
山
中
教
授

は
「
ひ
と
つ
解

決
す
る
と
新
た

な
倫
理
的
問
題

が
生
ま
れ
る
」

と
指
摘
。
今

後
、
研
究
チ
ー

ム
に
倫
理
の
専

門
家
を
配
置
す

る
考
え
を
示
し

て
い
る
。


